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新年おめでとうござ
います。皆様におかれ
ましては穏やかな新し
い年をお迎えのことと
お慶び申し上げます。
2020年に流行が始ま
りました新型コロナウ
イルス感染症は、昨年5
月8日に感染症法上5類
感染症となりました。

その後も感染の小さな波もありましたが、徐々に落
ち着いてきており、皆様も以前の日常を取り戻しつ
つあると思います。一方、例年より早くに感染が広
がっておりますインフルエンザの対応にもお忙しい
毎日と思います。
当院は昨年の８月に紹介受診重点医療機関として
認定を受けました。紹介受診重点医療機関は、外来
機能の明確化・連携を強化し、患者の流れの円滑化
を図るために都道府県ごとに決定される医療機関で
す。今後も地域の医療機関とより良い連携を構築し
ながら、高度急性期医療を提供する医療機関として
の使命を果たしていきたいと考えています。そのた
めには、高度急性期病院、急性期病院、回復期病

院、慢性期病院、在宅医療機関、それぞれの立場や
環境をお互いに理解しつつ、より良い連携がとれる
医療機能分化を築き上げることが必要だと思ってい
ます。地域の医療機関、在宅医療関連の方々、行政
の皆さまと安心、安全なまちづくりの重要なインフ
ラである地域医療体制を確固たるものにするために
尽力する所存ですので、今後ともよろしくお願いい
たします。
本年４月から医師の働き方改革も始まります。こ
の働き方改革で地域の医療が崩壊するのではない
か、というような本末転倒の事象が危惧されていま
すが、当院では積極的にタスクシフトを行い院内外
における多職種協働をより一層緊密にして、十分な
診療体制が維持できるように鋭意準備をすすめてお
ります。
新年にあたり教職員一同気持ちを新たにして、地
域のために安全で質の高い医療の提供を目指して、
真摯な姿勢で医療に取り組んで参りますので何卒よ
ろしくお願いいたします。
最後になりましたが、本年が皆様にとりましてよ
り良き年となりますように心から祈念して年頭の挨
拶とさせていただきます。

執行部新年のご挨拶・病院長として 

病院長

吉 田 友 英
Tomoe Yoshida



アピールしたい 診療と研究
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専門看護師には、複雑で解決困難
な問題を持つ患者さん・ご家族及び
集団に対して、水準の高い看護ケア

を提供し、病院施設全体や地域の看護の質向上を図ることが
求められています。高齢化・疾病構造の変化等の社会変化に
対応するために、地域包括ケアシステム構築という国の政策
を受け、病院でも様々な取り組みをしています。具体的には、
入院前から普段の生活と入院生活で生じる差を出来るだけ少
なくし、治療後は住み慣れた場所での生活を再開することが
できるようサポートする、入退院支援が行われています。
私は 2021 年度に在宅看護専門看護師の認定を受け、現在
は入退院支援の業務に従事しています。入院中・外来通院中の
療養生活に課題を抱えている患者さん・ご家族に対して、現在

の病状や治療内容から今後の経過を見据えた治療・ケアの方向
性を確認し、必要に応じて調整をしています。また、病気や
障害とともに暮らす地域の皆さんが、自身の生活の質を維持
し、尊厳を持って、住み慣れた場所でその人らしい暮らしを
人生の最後まで続けられるよう、訪問看護師やケアマネジャー
等の地域関係職種の方と連携して、療養方法・療養場所の相談・
調整を行っています。
「病気や障害を抱えながらもこんな風に過ごしたい」を叶
えられるよう、患者さん・ご家族と一緒に、また地域で支援
に携わる皆さんと一緒に、考え支えたいと思っています。入
院中の場合は入退院支援部門、外来通院中は総合相談窓口に
お気軽にご相談・お声がけください。

入退院支援について

住み慣れた場所で最後まで自分らしく暮らし続けるために
在宅看護専門看護師　　早
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“緩和ケア”というと、患者さんだけでなく、少なからず医
療者も、「治療がないから受けるもの」という印象があると思い
ます。2007 年にがん対策推進基本法が発足されてから、「がん
と診断された時から緩和ケア」を国が推奨する時代となりまし
た。つまり緩和ケアはがん治療における大事な柱のひとつなの
です。
当院では、医師 4名、看護師 1名、薬剤師 2名、栄養士 1名、
それぞれ緩和ケアの専門資格を持つメンバーよりなる緩和ケア
チームとして、入院や外来の緩和ケアを行っております。特に
当院はがん治療を積極的に行う大学病院であることから、治療
につながる緩和ケアを目指して活動をしています。
がん診断時や早期がんの方はもちろん、がん治療の事だけで
なく、生活上の不安や困っていること、治療の副作用、社会復
帰について、気持ちのつらさ、妊娠についての相談をお受けす
ることもあります。また、がん患者さん以外でも慢性的な痛み
やつらさを持った患者さんへの緩和ケアも行っています。
教育面ですが、緩和ケア専門医は全国で 335名、千葉県では
14名と不足しています（2023 年 9月現在）。緩和ケアを必要
としている多くの患者さんや家族に十分な緩和ケアを提供でき
るよう、緩和ケア専門医育成のための専門教育も行っています。
様々な種類のがん治療薬が出てくる中で、多くの「がん」が、

治癒や延命ができる時代となっ
てきました。我々緩和チームは、
出来る限り苦痛を減らし、生活
の質を保ちながらがん治療が継
続できるサポートができたらと
思っております。
これからもチーム一丸となり、多くの患者さんと家族により
よい緩和ケアが提供できるように頑張っていきたいと思います
のでどうぞよろしくお願い致します。

治療を支えるための緩和ケア
がん患者緩和ケアセンター
日本緩和医療学会緩和医療専門医 助教　平

ひ ら ぬ ま

沼 彩
あ や こ

子



昇任紹介

昇任紹介

2023年8月より東邦大学医療
センター佐倉病院メンタルヘル
スクリニック准教授に就任いた
しました林 果林と申します。私

は1998年に東邦大学医療センター大森病院心療内
科に入局し、10年間研修し、2009年に東邦大学医
療センター佐倉病院メンタルヘルスクリニックに移
籍しました。当科は心療内科と精神科が一緒の医局
で協力し合って診療に取り組んでおり、その中で精
神科のトレーニングも行わせていただき、今は心療
内科医及び精神科医として日々診療させていただい
ております。
病院に来られる患者さんはそれぞれの病気に加
え、病気への不安、日々の生活への不安、将来への

不安も抱えられており、そのことが身体疾患の治療
へも影響し、場合によっては治療を困難にしている
こともあります。そのため、身体面と精神面と心理
社会面を見立て、身体科の先生方と連携して診療を
行う全人的医療を心掛けております。その中で特
に、減量代謝改善手術を希望される高度肥満症患者
さんの治療を行う肥満症チーム医療、周産期の患者
さんのメンタルヘルス、もの忘れ外来にてご高齢の
方の治療およびサポート、職場のストレスによって
体調を崩された患者さんの復職デイケア等に力を入
れております。また、このような全人的医療が行え
る診療医を育てていくことも意識し、研修医、学生
に教育を行っております。今後とも何卒よろしくお
願い申し上げます。

2022年4月に当院へ赴任し、
この度講師を拝命いたしまし
た。赴任してから1年半になり
ますが、大動脈に対するステン

トグラフト内挿術や末梢血管に対する血管内治療な
ど、安全な低侵襲治療を地域の皆様に受けていただ
く機会が多くなってまいりました。生活習慣病の増
加とともに心臓病、血管病などは増えており、外科
治療が必要となる患者さんも少なくありません。も
ちろん外科治療と聞くと怖い気持ちが大きくなると
思いますが、ご高齢の方や体力に自信のない方でも
低侵襲手術での治療が可能となる場合が多くありま
す。また開胸、開腹手術などの従来型の心臓血管外
科治療についても、質の高い医療を提供できるよう

努めております。
当院では個々の患者さんに応じて標準的な治療を
選択し、できるだけわかりやすい病状説明によって
患者さん、ご家族、医療チームで一丸となって加療
できるよう心がけております。加えて心臓血管外科
は急激に命の危機に瀕している患者さんへの緊急手
術も行なっており、緊急時にも最善の医療を尽くし
ます。
今後も安心いただける外科治療を提供し、現在の
医療で最大の治療効果が得られるよう精進していき
ます。併せて学術的にも当院の知見を発信していく
所存です。引き続き皆様のご指導を賜りたく存じま
すので、どうぞよろしくお願い申し上げます。

メンタルヘルスクリニック　准教授

林　果林　はやし　かりん

心臓血管外科　講師

田中　千陽　たなか　ちはる
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第26回　医療連携セミナーを開催して

第12回 東邦大学医療センター佐倉病院医療連携学術フォーラム開催のお知らせ

●日　　時：2024年2月24日（土）17：00～19：40予定（懇親会含む）

●開催場所：ウィシュトンホテル・ユーカリ　4・5F
　　　　　　千葉県佐倉市ユーカリが丘4-8-1（電話：043-489-6111）

●開催形式：来場　講演会後に懇親会を予定（講演会はWEB配信あり）

●内　　容：学術講演では、佐倉病院産婦人科の特色と緩和ケアチームをご紹介
いたします。講演後、地域の医療機関の皆様と更なる親睦を深める
ため、懇親会を予定しております。

※お申込み等の詳細は、ホームページをご確認ください。
　なお、感染症拡大等の状況により、開催形式・内容等変更する場合がございます。予めご了承ください。

昨年度の会場の様子

※平日同様に外来・手術等をしております。 ※救急のご依頼はお問い合わせください。

2023年度　診療体制変更（祝日・土曜）について
以下の祝日は平日診療体制、土曜日は休診とさせていただきます。

平日診療体制 休　診

祝　日

2024年 1月 8日（月）

土　曜

2024年 1月27日（土）

● 紹介受診重点医療機関のお知らせ ●
当院は、2023年8月1日より紹介受診重点医療機関となりました。
紹介元医療機関と患者さんの診療情報を共有するため、診療状況を記載した文書を作成しています。その際
「連携強化診療情報提供料」をいただいております。あらかじめご了承ください。

東邦大学医療センター佐倉病院　臨床病理症例検討会の公開を再開いたします。

●第243回 2024年1月15日（月）18：00～
●第244回 2024年2月19日（月）18：00～
●第245回 2024年3月28日（木）18：00～

地域の医療機関の皆様もご参加いただけます。 （問い合わせ先：教育支援室）

2023年12月13日（水）に消化器内科・消化器外科をテーマ
にした医療連携セミナーを開催し、会場参加とWeb視聴のハイ
ブリッド形式で院内外から49名のご参加をいただきました。黄
疸について菊地秀昌医師が、肝胆膵外科治療について、2023年
4月着任した土屋 勝医師が講演いたしました。近隣医療機関の皆
様へ、紹介時のお役に立てましたら幸いです。職種を超えた様々
の方々にご視聴いただき、有意義な会となりましたことに感謝申
し上げます。
地域の医療機関の皆様と「顔の見える医療連携」、「対話する

医療連携」を目指してまいります。今後ともよろしくお願い致し
ます。

医療連携・患者支援センター　前田 映子

消化器内科 医師
菊地 秀昌

消化器外科 医師
土屋 勝


